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正の整数 nに対し，nの正の約数の個数を d(n)とする。たとえば，6の正の約数は
1，2，3，6の 4個なので，d(6) = 4である。また，

f(n) =
d(n)√

n

とする。

(1) f(2025)を求めよ。

(2) 素数 pと正の整数 kの組で f(pk) ≦ f(pk+1)を満たすものを求めよ。

(3) f(n)の最大値と，そのときの nを求めよ。


